


　　　　　　　　　　　　私が参加している少年警察ボランティアは、
　　　　　　　　　　　少年の立ち直りや非行防止、健全育成等を
　　　　　　　　　　　目的として活動しています。
　　　　　　　　　　　　私は大学２年生の時に、部活動の友人との
　　　　　　  ＳＮＳトラブルで、身に危険を感じる怖い思いをした
　　　　　　  経験があったことから、以前、警察の方と一緒に実施
したネットトラブル防止教室で、中学生たちにこの経験を通して、自分
が送信したメッセージで加害者にもなる可能性があるため、送信する
言葉には責任を持って利用して欲しいと伝えました。
　そうしたところ、学生の保護者の方から、「同じ立場の方に経験した
ことを話していただいたので、子どもが自分事のように危機意識を持つ
　　きっかけになる」とおっしゃっていただけました。

　私は、同じ学生だからこそ子どもたちと近い目線　　　　で危機
意識を伝えられたのだと感じました。そして、　　　　この体験
がきっかけで、子どもたちのためにできることは、　　　「自分自身
の経験を伝えること」だと感じました。
　私たちは中学・高校の学生たちと同じように　 　  様々なコミュニ
ケーションアプリを利用しながら学校生活を　　過ごしてきたため、
学生たちの抱える悩みなどに共感できると思います。
　自分たちの経験を活かした対処方法を伝えることで、学生たちの
悩みの解決につながって欲しいと思っていますし、
この経験を踏まえた対処方法を学生たちに伝える
ことが、ネットの危険から子どもたちを守るために
私たち大学生ボランティアができることだと考えて
います。「Ｒ４全国少年警察学生ボランティア研修会」の発表より

　　　研修会の模様はこちらから▶


